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２９．がん対策推進計画の中で、緩和ケアの一環として  

   「遺族ケア」を行う必要について 

     ○大同 太郎 （旧所属×××研究所 現所属×××研究センター） 

      厚生 花子 （×××研究所） 

                              

                

 

【研究目的】 

 がんによる死亡者の増加とともに、その遺族も増加しており、今後、遺族に対するケア

が重要になってくると考えられる。しかし、がん対策基本法およびがん対策推進計画には、

「遺族ケア」についての明記がされていない。本研究で、がん患者会遺族の部で行ってい

る遺族ケアを例に取り上げ、その有効性と必要性を明らかにし、今後のがん対策および県

の施策に反映させ、全国に好事例として発信したい。 

 

【研究の必要性】 

【研究計画】 

【実施内容・結果】 

【考察と今後の課題】 

【経費使途明細】 

行事費（講座 3回・講習会 2回・交流会 2回） 

会場費（講座会場費 3回分・交流会 2回） 

講師費（講座講師 3名・講習会講師 1名） 

会議費（役員会議 1回×12 ヵ月分） 

交通費（講座講師用他） 

印刷費（チラシ・資料・通信他） 

通信費（電話 FAX、郵送代、官製はがき、切手） 

消耗品費（文具・コピー用紙・インク代・写真紙他） 

７０，０００円 

５７，３６０円 

１２０，０００円 

１４，４００円 

１２２，６９０円 

０円 

５２，１１０円 

１２２，３１６円 

合  計 ５５８，８７６円 

大同生命厚生事業団助成金 ５００，０００円 

 

できる限り詳細に

記入してください 

代表者の前に 

○印を入れる 所属が変更となっている方は、旧所属

の後に、現所属を併記ください。 文字サイズは 10.5 ポイント 

文字サイズは 10.5 ポイント 

研究テーマの文字はゴシック体と

し、文字サイズは 16 ポイント 

「受贈者名簿」の番号を

記入ください。 


